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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管状本体（１）を備えた医療ライン用のＹコネクタであり、前記管状本体（１）が、前
記管状本体（１）と同軸の第１の入口（２）を有し、且つ、前記第１入口（２）を開放可
能に密閉的に閉鎖している中空の弾性要素（６）により形成された弁装置と、出口（３）
と、前記管状本体（１）に対して斜めに配置され且つ前記第１入口（２）と前記出口（３
）との間に連通されている第２の入口（４）とを含み、前記管状本体（１）が、内部隔壁
（１０）を有して形成されており、前記内部隔壁（１０）が、前記第２入口（４）からの
流れを前記出口（３）に向ける前に、前記中空弾性要素（６）に向けて偏向させるために
あり、前記内部隔壁（１０）が、軸方向に延在し、且つ、半径方向端部（１１）を備え、
前記端部（１１）が、前記第２の入口（４）に近接して前記管状本体（１）に接続されて
おり、これにより、前記弾性要素（６）に向かって開放され且つ前記出口（３）の側にて
閉鎖されている第１のチャンバ（１２）と、前記弾性要素（６）に向かって開放され且つ
前記出口（３）に向かって開放されている第２のチャンバ（１３）とを画成しているＹコ
ネクタにおいて、前記内部隔壁（１０）が、前記管状本体（１）の前記軸に対し、前記第
１チャンバ（１２）が前記第２チャンバ（１３）よりも大きい半径方向寸法を有するよう
にオフセットされており、
　前記内部隔壁（１０）が、前記管状本体（１）の軸に対して、互いに直交する２つの方
向にオフセットされており、このオフセットが、前記第２入口（４）からの流れが前記第
１入口（２）に向けて旋回運動を伴って偏向されるようになされていることを特徴とする
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、Ｙコネクタ。
【請求項２】
　前記内部隔壁（１０）に、前記第１チャンバ（１２）に面する凹状の面が設けられてい
ることを特徴とする、請求項１に記載のＹコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用ラインのための液流用の部品に関し、より詳細には、一次液体の流れ
の中に二次流れを導入するために一般的に使用されるＹ字型コネクタ（Ｙコネクタ）に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　このようにつくられたＹコネクタが、例えば、特許文献１に同一出願人の名において開
示されており、このＹコネクタは、管状本体を備え、当該管状本体は、管状本体と同軸の
第１の入口と、出口と、前記管状本体に対して斜めに配置された第２の入口とを含む。当
該第２入口は、前記第１入口と前記出口との間で前記管状本体と連通している。前記Ｙコ
ネクタの前記第１入口は、通常、弾性要素により密閉的に閉鎖されている。この弾性要素
は、好都合には中空であり、プレスロットを有する。プレスロットは、前記第２入口から
の一次液体内に二次液体を導入するためにある。
【０００３】
　前記第１入口は、好都合には、雌型ルアーロックコネクタと類似して形成でき、この場
合、前記弾性要素は、弁として機能するように構成される。この目的のために、この弁は
、中空の構造（例えば、特許文献２に記載及び例示されている構造に類似）を有し、且つ
、前記第１入口が相補的な雄型ルアーコネクタとの連結に従って、引き出されて閉じる位
置と、引き込まれて開く位置との間を軸方向に変形可能であり、前記引き出されて閉じる
位置において、外部に対して露出された弁の端部が、前記雄型ルアーコネクタとの連結前
に、容易に清掃及び消毒され得る。
【０００４】
　しかし、使用中、前記中空弾性要素の軸方向に引き出された内部キャビティが、比較的
大きい二次液体の滞留領域を必然的に伴う可能性があり、これは望ましくない。
【０００５】
　特許文献３が、請求項１のプリアンブルに対応するＹコネクタを開示している。特許文
献４、特許文献５、及び、特許文献６が、類似のコネクタを記載している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第２０１２／１６４５１４号パンフレット
【特許文献２】米国特許第５，５３３，７０８号明細書
【特許文献３】独国特許出願公開第１０２００７０２０８５９号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２００８／０８６０９７号明細書
【特許文献５】米国特許出願公開第２０１６／０８９５２９号明細書
【特許文献６】米国特許第４９１１７０５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、上述の技術的欠点を克服することであり、この目的は、第１のチャン
バが第２のチャンバよりも大きい半径方向寸法を有することにより達成される。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この解決策の構想により、本発明によるＹコネクタの第１の入口は、使用中に液体がそ
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の内部に滞留する危険性が無い弾性要素により保護される。これは、第２の入口からの液
体が連続的に交換されることによる。
【０００９】
　第２のチャンバの半径方向寸法がより小さいことは、使用中に、前記弾性中空要素のキ
ャビティ内での、前記第１の入口からの液体を導入するための領域（この領域においてよ
り大きな滞留が生じ得る）における、液体流の動きに関する有利な効果をもたらす。実際
、流体流の速度は、前記第２チャンバにおける速度の方が、前記第１チャンバにおける速
度よりも大きい。従って、圧力は、前記第２チャンバにおける圧力の方が、前記第１チャ
ンバにおける圧力よりも低い。２つのチャンバ間のこの圧力差が、弾性要素のキャビティ
内での減圧となり、これが、前記二次液体が前記第１入口から導入されるときに、基本的
に前記二次液体を前記第２チャンバに向って吸い込んで、前記二次液体の流れを促進する
。このようにして、前記中空要素の前記キャビティ内での前記二次液体の滞留領域の発生
を、より効果的に防止する。
【００１０】
　さらに、半径方向隔壁を、前記弾性要素より下に旋回流を得るように配置できる。
【００１１】
　ここで、本発明を、純粋に非限定的な例として提供される添付図面を参照しつつ、詳細
に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明によるＹコネクタの側方立面概略図である。
【図２】図１の線ＩＩ－ＩＩに沿った長手方向断面図である。
【図３】図２の線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿った長手方向断面図である。
【図４】図２の線ＩＶ－ＩＶに沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図面を参照すると、本発明によるＹコネクタは、管状の本体１を備え、管状本体１は、
管状本体１と同軸の第１の入口２及び出口３と、管状本体１に対して斜めに配置された、
管状の付属物４により形成された第２の入口とを有する。第２入口４は、管状本体１に、
第１入口２と出口３との間で連通している。第２入口４は、使用中、第１の（一次）液体
の医療用ダクトに接続されるように指定されている。
【００１４】
　第１入口２は、雌型ルアーロックコネクタ５と類似に形成されており、雌型ルアーロッ
クコネクタ５は、二次液体を導入するための相補的な雄型ルアーロックコネクタと連結す
るように指定されており、中空弾性要素６により形成された弁装置を含む。
【００１５】
　また、弾性要素が、単純で全体的に平坦なカシェ(cachet)からも構成され得ることを理
解されたい。
【００１６】
　中空弾性要素６（一般的に、弾性材料からつくられる）が、遠位端７（通常、雌型ルア
ーロックコネクタ５の自由端に対してほぼ面一に配置される）と、近位端８（本体１内で
軸方向にロックされた支持ベースを形成する）とを有する。遠位端７は、プレスロット９
を有する平坦な壁部により形成され、容易に洗浄及び消毒可能（「スワブ可能」）(“swa
bbable”)である。
【００１７】
　中空弾性要素６の遠位端７と近位端８との間に軸方向に延在するキャビティが、符号１
４で示されている。
【００１８】
　図面に示されている状態は、中空弾性要素６の変形していない（第１入口５が密閉的に
閉鎖されている）状態に対応している。雄型ルアーロックコネクタを雌型ルアーロックコ
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ネクタ５と共に使用すると、中空弾性要素６が、プレスロット９を開放して第１入口２と
出口３とを連通させるように変形され、且つ部分的に圧縮される（「ルアー作動」）。
【００１９】
　本発明によれば、キャビティ１４は、第２入口４に連通して配置され、この配置は、使
用時に、このような第２入口４から管状本体１への一次液体の流れが、弾性中空要素６の
キャビティ１４内に、出口３に到達する前に流入するような配置である。これにより、壁
部７の、プレスロット９より下の内面を洗浄するための作用が得られ、また、二次液体の
、キャビティ１４内での停滞も防止される。
【００２０】
　この目的のために、管状本体１は、内部隔壁１０を有して一体的に形成される。内部隔
壁１０は、第２入口４からの流れを第１入口２に向けて偏向させて、中空弾性要素６のキ
ャビティ１４内に流入させるためのものである。このような内部隔壁１０は軸方向に延在
し、且つ、半径方向端部１１を備えている。端部１１は、第２の入口４の基部に近接して
管状本体１に接続されており、これにより、第１のチャンバ１２（中空弾性要素６に向か
って開放され、且つ、出口３の側にて閉鎖されている）と、第２のチャンバ１３（中空弾
性要素６に向かって開放され且つ出口３に向かって開放されている）とを画成している。
【００２１】
　内部隔壁１０は、好都合には、管状本体１の軸に対し、第１チャンバ１２が第２チャン
バ１３よりも大きい半径方向寸法を有して設けられるようにオフセットされている。好ま
しくは、図４に見られるように、内部隔壁１０は、例えば、図４に示されているように、
相互に直交する２つの方向において二重にオフセットされており、このオフセットにより
、第２入口４から流入して第１入口２へと偏向される流れが旋回（例えば、ほぼ螺旋状に
）運動され、これが、弾性要素６をさらに洗浄する効果を向上する。内部隔壁１０の、第
１チャンバ１２に面する面は、これもまた図４に見られるように、わずかに凹状であり得
る。
【００２２】
　また、図示されてはいないが、第２入口４から中空弾性要素６のキャビティ９内に供給
される液体の旋回運動を促進するように構成された、さらなる偏向部を設けることも可能
である。
【００２３】
　以上に記載及び例示した内容に関し、構成の詳細及び実施形態を、添付の特許請求の範
囲で定義されるような本発明の保護の範囲から逸脱することなく、広く変更し得ることが
明らかである。従って、先に述べたように、本発明は、Ｙコネクタの弾性要素が、中空要
素の代わりに平坦なカシェで構成されている場合（例えば、前述の国際公開第２０１２／
１６４５１４号パンフレットの場合）にも同様に有利に適用され得る。この場合も、第２
入口４から第１入口２に向けて偏向された液体が、弾性要素の内面を洗浄するための効果
的な作用を実行するであろう。
【符号の説明】
【００２４】
　１　管状本体
　２　第１の入口
　３　出口
　４　第２の入口
　５　雌型ルアーロックコネクタ
　６　中空弾性要素
　７　遠位端
　８　近位端
　９　プレスロット
　１０　内部隔壁
　１２　第１のチャンバ
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　１３　第２のチャンバ
　１４　中空弾性要素のキャビティ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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